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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 296,036 3.3 10,353 35.3 12,085 27.6 7,476 33.1

29年３月期第３四半期 286,716 1.1 7,650 △13.8 9,474 △10.7 5,617 △9.3
(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 7,547百万円( 32.2％) 29年３月期第３四半期 5,707百万円( △8.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 310.08 －

29年３月期第３四半期 228.95 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第３四半期 179,772 86,321 48.0

29年３月期 146,963 83,237 56.6
(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 86,321百万円 29年３月期 83,237百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 35.00 － 35.00 70.00

30年３月期 － 35.00 －

30年３月期(予想) 35.00 70.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 390,000 3.4 11,400 12.2 13,800 10.3 7,900 12.3 321.96
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 25,472,485株 29年３月期 25,472,485株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 1,450,021株 29年３月期 935,736株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 24,112,350株 29年３月期３Ｑ 24,536,894株

　
注）当社は、第２四半期連結会計期間より「株式付与ＥＳＯＰ信託」を導入しております。
期末自己株式数には、「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が保有する当社株式（30年３月期３Ｑ 72,600株）が含まれてお
ります。また、「株式付与ＥＳＯＰ信託口」が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株
式に含めております。

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ペー
ジ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策を背景に企業収益や雇用環境が改善し緩やかな回復基調

となりましたが、海外経済の不確実性や東アジア地域における地政学的リスクの高まりなど、先行き不透明な状況が続

きました。

　当社が属するドラッグストア業界は、同業各社の積極的な出店やＥＣ拡大による購買チャネルの多様化、法的規制緩

和による競争環境のめまぐるしい変化を受け、異業種を交えた業務・資本提携、Ｍ＆Ａ等、企業の生き残りをかけた統

合・再編の動きが活発化しております。また、調剤薬局業界においては、社会保障・医療の質に対する国民意識の高ま

りを背景に、高度な服薬指導、服薬情報の一元的・継続把握を行う「かかりつけ薬剤師」の育成や「健康サポート薬

局」の展開、後発医薬品の使用促進など、業界として多様な医療ニーズへの対応が求められております。

　このような状況下、当社は、「人々のココロとカラダの健康を追求し、地域社会に貢献する」という経営理念のもと、

グループ全社が一体となって、お客様へのサービスや利便性を徹底的に高めると同時に、高収益体質への変革を推進し

ております。平成30年3月期におきましては、①積極的な改装の継続による既存店舗の活性化、②新規出店、Ｍ＆Ａによ

る各エリアでのドミナント強化、③新製品導入施策および品揃え・売価の適正化等、きめ細かなマーチャンダイジング

の構築、④ココカラクラブカードやスマートフォン用アプリ「ココカラ公式アプリ」等の顧客基盤拡大とデータ活用に

よる多様化するニーズへの対応、⑤生産性の高いオペレーション構築による効率経営の推進およびサービスの高度化、

⑥地域の方々の健康増進を支援する「健康サポート薬局」機能の強化を行っております。これらの諸施策は順調に進捗

し、また、利便性を高めた都市型生活対応の新店や改装店舗が好調に推移いたしました。記録的な長雨や、度重なる台

風等の天候不順により、客数減少や一部季節商品の伸び悩みがありましたが、取り組みの成果により補うことができ、

既存店売上高増収率は1.6％増と順調に推移いたしました。

　出退店につきましては、新規47店舗（子会社化及び事業譲受等20店舗含む）を出店、24店舗を退店し、収益改善を図

るとともに、48店舗の改装を実施し、店舗の新陳代謝を促進いたしました。当第３四半期連結会計期間末の当社グルー

プ店舗数は、下表のとおり1,327店舗となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、296,036百万円（前年同期比3.3％増）、営業利益10,353百万円

（同35.3％増）、経常利益12,085百万円（同27.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益7,476百万円（同33.1％

増）となりました。

　[国内店舗数の推移]

平成29年４月１日
期首時点の総店舗数

出店 退店 業態変更
平成29年12月31日
現在の総店舗数

ドラッグストア店舗数 1,157 +27 △23 △1 1,160

(内、調剤併設店舗数) (102) (+4) (△2) (△1) (103)

調剤専門店舗数 147 +20 △1 +1 167

総店舗数 1,304 +47 △24 － 1,327

(内、調剤取扱) (249) (+24) (△3) (－) (270)

　業態変更：ドラッグストア店舗から調剤専門店舗への変更（または調剤専門店舗からドラッグストア店舗への変更）

　[国内地域別店舗分布状況（平成29年12月31日現在）]

地域 店舗数 地域 店舗数 地域 店舗数 地域 店舗数

北海道 28 富山県 3 兵庫県 105 福岡県 57

宮城県 4 石川県 1 奈良県 39 佐賀県 2

山形県 1 福井県 2 和歌山県 30 長崎県 18

福島県 3 山梨県 3 鳥取県 14 熊本県 8

茨城県 2 長野県 2 島根県 10 大分県 5

栃木県 6 岐阜県 16 岡山県 9 沖縄県 5

群馬県 1 静岡県 37 広島県 29

埼玉県 44 愛知県 95 山口県 72

千葉県 20 三重県 59 徳島県 4

東京都 243 滋賀県 9 香川県 8

神奈川県 57 京都府 41 愛媛県 5

新潟県 67 大阪府 159 高知県 4 合計 1,327
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、179,772百万円となり、前連結会計年度末に比べて32,808百万円増

加いたしました。主な要因は、現金及び預金24,043百万円の増加、売掛金3,040百万円の増加、その他（未収入金他）

2,308百万円の増加、有形固定資産1,496百万円の増加、無形固定資産900百万円の増加、投資その他の資産801百万円の

増加等によるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、93,450百万円となり、前連結会計年度末に比べて29,725百万円増

加いたしました。主な要因は、買掛金24,344百万円の増加、短期借入金900百万円の増加、未払法人税等907百万円の増

加、賞与引当金881百万円の減少、その他流動負債（未払金他）3,836百万円の増加等によるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、86,321百万円となり、前連結会計年度末に比べて3,083百万円増

加いたしました。主な要因は、配当金の支払いによる減少1,702百万円、自己株式の取得による減少2,843百万円、当第

３四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益7,476百万円による増加等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年５月11日に公表いたしました連結業績予想の修正は行っておりません。

　なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実際

の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,443 37,487

売掛金 18,370 21,411

たな卸資産 46,233 46,450

その他 12,759 15,068

貸倒引当金 △3 △3

流動資産合計 90,803 120,413

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,802 11,190

土地 10,929 11,125

その他（純額） 3,998 4,910

有形固定資産合計 25,730 27,227

無形固定資産

のれん 1,168 1,912

その他 1,971 2,128

無形固定資産合計 3,140 4,040

投資その他の資産

敷金及び保証金 20,607 21,144

その他 6,852 7,161

貸倒引当金 △171 △216

投資その他の資産合計 27,288 28,090

固定資産合計 56,159 59,358

資産合計 146,963 179,772
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 41,921 66,266

短期借入金 300 1,200

未払法人税等 1,672 2,579

賞与引当金 1,930 1,048

ポイント引当金 2,883 3,146

その他 8,579 12,415

流動負債合計 57,287 86,656

固定負債

株式給付引当金 － 39

退職給付に係る負債 3,770 3,961

その他 2,666 2,792

固定負債合計 6,437 6,794

負債合計 63,725 93,450

純資産の部

株主資本

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 34,439 34,566

利益剰余金 51,378 57,107

自己株式 △3,581 △6,424

株主資本合計 83,236 86,249

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 230 261

退職給付に係る調整累計額 △229 △189

その他の包括利益累計額合計 1 71

純資産合計 83,237 86,321

負債純資産合計 146,963 179,772
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 286,716 296,036

売上原価 213,836 217,985

売上総利益 72,880 78,051

販売費及び一般管理費 65,230 67,697

営業利益 7,650 10,353

営業外収益

発注処理手数料 953 963

受取賃貸料 656 622

その他 869 850

営業外収益合計 2,478 2,437

営業外費用

賃貸費用 628 633

その他 25 71

営業外費用合計 654 705

経常利益 9,474 12,085

特別利益

事業譲渡益 － 268

投資有価証券売却益 20 －

その他 1 3

特別利益合計 22 272

特別損失

固定資産除却損 86 36

賃貸借契約解約損 89 12

減損損失 132 104

関係会社株式評価損 38 83

その他 18 29

特別損失合計 366 267

税金等調整前四半期純利益 9,130 12,090

法人税等 3,512 4,613

四半期純利益 5,617 7,476

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,617 7,476
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 5,617 7,476

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 48 31

退職給付に係る調整額 41 39

その他の包括利益合計 90 70

四半期包括利益 5,707 7,547

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,707 7,547

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、第１四半期連結会計期間において、平成29年５月18日開催の取締役会決議に基づき、東京証券取引

所の自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）により、自己株式513,900株の取得を行いました。

また、第２四半期連結会計期間において、平成29年８月30日開催の取締役会決議に基づき、「株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託」の導入を決定し、当該信託口が当社株式72,600株を取得しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が2,841百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末に

おいて自己株式が6,424百万円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（追加情報）

株式付与ＥＳＯＰ信託

当社は、平成29年８月30日開催の取締役会において、当社および当社の子会社の幹部従業員（以下「従業員」

という。）を対象とした、インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」（以下「ＥＳＯＰ信託」とい

う。）導入を決議いたしました。

（１）取引の概要

ＥＳＯＰ信託とは、米国のＥＳＯＰ（Employee Stock Ownership Plan）制度を参考にした従業員インセンティ

ブ・プランであり、ＥＳＯＰ信託が取得した当社株式を、予め定める株式交付規程に基づき、一定の要件を充足

する従業員に交付するものです。

当社および当社の子会社は、従業員の長期的な業績向上や株価上昇に対する意欲や士気の高揚を図るとともに、

中長期的な企業価値向上を図ることを目的として、ＥＳＯＰ信託を導入しております。

（２）信託が保有する当社株式

信託が保有する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。当第３四半期連結会計期間末の当該株式の帳簿価額及び株式数は、442百万円及び

72,600株であります。
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